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Nilsson 先生はウプサラ大学で博士号を取得され、カロリンスカ研究所 Bengt Winblad 研究室にて

ポスドクをされた後、理化学研究所にて西道隆臣チームにおいて Research Scientist としてアルツハイマ

ー病態におけるオートファジーの病的機能の解明や、新規アルツハイマー病モデルマウスの作出と解析、など

を手掛けてこられました。その後、カロリンスカ研究所において独立し、Division of Neurogeriatrics の

PI としてご活躍されています。特にオートファジーによるアルツハイマー病原因分子アミロイド β やタウの代謝

に関わる研究を精力的に進められており、今回はその研究内容を中心にご発表いただきます。大学院生だ

けでなく、PI・若手研究者の方々の多数のご参集をお待ちしております。 
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